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比率については第7回のとおりである。

飼料費総領は生草区24，259円，乾草区27，085円でその

内訳はこの図のとおりである。

これを昭和39年度実施した本試験の飼料費と比較する

と，39年度が生草区19，713円，乾草区20，466円と40年度

より安くなっているが，これを1た9増体に要した飼料費

と比較すると39年度が生革区182円，乾草区214円，40

年度は生草区159円，乾草区178と逆に40年度の方が安

くなっている。

このことは40年度は39年度より喰い込みが大であり，

より発育が良かったことを示している。

4．考　　　　　察

発育度，育成に要した飼料費並びに飼料の要求率より

みると有意差■・まなかったが，いずれも生草区が乾草区よ

り良好な成績を示した。

昭和39年度も同様な結果を得ているので早期生草給与

は「育成期の粗飼料は乾草で」と云う慣行法と比べ，何

等差はなくむしろ有利であるといえる。

ただ，早期離乳における人工乳A・Bの採食率，その

時期の下痢などに多少の問題があるので安全にしてしか

もより安く乳用子牛を育成する技術を確立すべくさらに

試験を続けたいと思う。

凍結精液の授精成績について

－岩手県における昭和40年実施成績－

関　　毅一・吉田　宇八・青田　泰雄・小原　勝明

行方　秀夫・中村　　仁・佐々木精三郎

（岩手県畜試）

1．ま　え　が　き

1．岩手県における凍結精液の利用は昭和35年8月場

内繋養乳牛に試験的に使用したことに始まり，37年2月

から県内5～8カ所のサブセンター管内で実用化試験を

行い，その成績を検討していたが，39年の成績は1，517頭

に授精し，1回で786頭受胎し55・5％の受胎率であった

2．昭和39年の県内における精液の使用は72，492本

で．その71．495の51，785本は畜産試験場から供給してい

るが，畜武の精液についてみると使用率は61・695で，38

．4％の36，203本は廃棄されている。また26頭の種雄牛を

供用したが，特定の種雄牛に需要が集中するので液状精

第　2　表　　授　精
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第　3　表　綬　　構　　成

内

土

ホルスタイン

6，185

1，09811，2371380

47．0

ジャ　ーソー

548

120l　67122

64．2

土 土 土

1，25911，4201366

47．0

1331135119

49．6

210l　84l42

71．4 100．0

53130114

63．9

100．0

黒毛和　種
1．819

572l　325

63．8

272】144l122

65．6

80166l63

54．8

8　1　6　11

57．1

液では人工授精師の要請を満たすことが出来ない状況で

あった。

3．この需要の多い優良種雄牛の高度利用をはかり，

精液の廃棄を少なくして使用率の向上を期するため40年

4月1日から人工授精事業運営の方法を改め，これまで

地域を限定して使用していた凍結精液を全県的に利用を

はかったところ，使用本数が急速に増大したので，その

授精成績を調査検討した。なお事務手続きの都合から改

正法：rま6月1日から実施した。

2．凍結精液の普及方法

1．精液の返納を認めないこと

従来は分譲した精液のうち実際に使用した分について

代金を徴収していたが40％の廃棄を生じていたので，中

掛こより分譲した精液：ま100％代金を徴収することにし

た。

2．料金の値下げ

精液の防衛は波乱凍結とも同一価格とし従前の価格

より一率に50円値下げした。このことは100％代金徴収

するが需要者の負担が実質的にこれまでと同じになるよ

うに配慮したのである。

3．精液の臨時輸送を廃止した

これまでは電話などで要請があれは休日，夜間でも輸

送していたが，このことは人工授精師が管内の牛の実態

を把握し適切な需要計画を樹てる努力を惜しませる結果

となり，また畜武の人員，勤務時間などの関係からも困

難となったので臨時輸送には応じないことにした。

4．各サブセソクーに凍結精液保存器を整備した。

臨時輸送を止めても人工授精師はいつでも精液が入手

出来るように各サブセソタ一に凍結精液を輸送保管し

た。なおドライアイスは県費で補給した。

5．優良種雄牛は凍結専用とした。

需要の多い優良種雄牛の利用向上を期し，人工授精師

の多数の希望を満たすため凍結精液のみ生産することに

した。また従来同一種雄牛から液状，凍結とも生産供給

すれば液状精液が使用され凍結精液は使用され難い傾向

がみられた。

6．民営サブセソターの組織を再編した。県内の人工

授精所は農協，農業共済，乳業会社などと乱立し相互の

協調を欠く結果人工授精師一人当りの授精頭数も少なく

経営も不安定であるので，従来の家畜保健衛生所管内を

一地域として各人工授精所を統合し，自主運営の民営サ

ブセソタ一に組織替えすることを給等している。この民

営サブセンターに供給する凍結精液は保管費用に見合う

分としてさらに50円低い価格で供給している。

3．普及・利用状況

このようにして凍結精液の普及利用を図った結果，第

1表のとおり40年6月1日を期して液状精液では使用本

数は減少しないが輸送が激減したので，使用率は58・2％

から93．2％と大巾に向上した。また凍結精液は使用本数

が1，201本から12，565本と10倍以上に激増した。このこ

とは時期的に精液の需要が増大する季節でもあるが，従

来の地域利用から全県利用におよぼした結果であり，ま

た凍結専用種雄牛を指定したので改良意欲の旺盛な地域

では凍結精液を主体に使用した結果である。

4．精液の取扱い

凍結精液はドライアイスによる基本凍結法により生産

し，畜武における保管は液体窒素，超低温槽（サブゼロ

）を使用し，サブセソターまでの葡送及び同所の保管は

FHI型を使用しドライアイスアルコールで－79Cにさ

げた。畜武では生産後3～4週間の活力を検査して毎月

1回サブセソターあて輸送した。すなわちサブセンター

には1カ月間の需要量を保管しておくようにした。授精

は庭先融解法により行なったが，一部にはサブ七ソダー
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績　（保存日数別）
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第　4　表　　地　域　別　授　精　成　績
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融解法も行なわれた地域もある。

5．援　精　成　績

11カ所のサブセソターから報告のあった8，552頭（ホ

ルスタイソ6，185頭，ジャージー508頭，黒毛和種1，819

頭）について1回授精の成績を検討した。

1．供用種雄牛ホルスタイン10頭，ジャージー3頭。

黒毛和種8頭の品種別成約は第2表のとおり，ジャージ

ーが最もよかった。なお個体間ではホルスタイン41・9％

～54．9％，ジャージー47．6％～83．0％，黒毛和種44．8％
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～84．0％の差があった。

2．保存日数別授精成績は第3表のとおりで，保存日

数の短いものが必ずしも高い受胎率を示していない。な

お長期保存のものは実施頭数も少ない0

3．地域別成績はサブセソターごとにまとめたもので

地域差が相当に大きいが，最高のホルスタイソ67・7％，

ジャージー71．4％，黒和毛種75・2％は従来の試験成績に

比してもよい成績と思われる。なお地域内における人工

授精師間の差も相当に大きかった0

6．む　す　ぴ

1．昭和40年1月1日から12月31日までの凍結成績の

授精成続は種雄牛別に，また地域別に相当な差がみられ

たが，総平均52．1％の1回授構成続は従来の岩手県の成

績（37年52．1％，38年50・3％，39年55・598）に比して使

用本数の増大にもかかわらず大差がない。また40年の液

状精液の受胎率ホルスタイン54・8％，黒毛和種67・8％に

比しそれぞれ7．0％，4．8％低い結果となった0

2．これまで発表された各県の凍結精液の授精成績に

比しても実施頭数が多いにもかかわらず遜色のない成績

である。

3．非常によい成続を得た地域も多く，概して酪嵐

肉牛の先進地である。よって雌牛の飼養管理を改善し人

工授精師の技術を錬磨して凍結精液の取扱いに習熟さ

せ，良好な精液を供給するならは．全県的にさらによい

受胎率が得られるものと思われる0

4．凍結精液の普及利用には保管のためのドライアイ

ス，液体窒素の高価入手困難など解明すべき他の要件は

多い。しかし，実用技術として充分活用出来るものと確

信され，これからもますます拡大普及してゆく計画であ

る。また多少の経費増や取扱いの煩雑はあっても，牛の

改良に対する地域の指導者は．人工授精師飼育者の旺盛

な意欲及び精液を受け入れる組織の整備が凍結精液を普

及利用させる基盤となっていることは云うまでもないこ

とである。


